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コンベンション誘致／開催支援サービス

誘致活動
●コンベンション開催予定情報の収集  ～ 最適な会場・日程のご提案に向けて
●コンベンション企画に対するコンサルティング 

～ 国際・全国規模コンベンション誘致・運営支援の豊富な経験から

「国際会議運営マニュアルの提供」　「コンベンション施設ガイドブックの提供」
「企画・誘致段階から継続したコンサルティング」

●コンベンション開催候補地として札幌を売り込むためのツール類の提供
  ～ 魅力的なプレゼンテーション作成を支援

「誘致プレゼンテーション資料の企画相談、作成支援」　「札幌紹介パンフレット類の提供」
「札幌紹介ＤＶＤ（日・英・韓・中の4言語版）、写真素材の提供」　ほか

開催支援
●コンベンション企画に対するコンサルティング  ～ 開催にあたり幅広く情報を提供

「コンベンション会場や宿泊施設の選定相談・事前視察支援」　「アウトリーチプログラム企画支援」

●財源確保  ～ 各種補助金・助成金、貸付金制度等のご紹介

コンベンション開催資金貸付制度：総予算額20%以内で300万円限度、最長2年間にわたり無利息貸付

●関連産業のご紹介 ～ 「コンベンション札幌ネットワーク」ほか、ご紹介

多岐にわたり優れたサービス提供業者が集う「コンベンション札幌ネットワーク」　
http://www.sapporo-convention.net/

●広報支援、行政機関・各種団体との連絡調整   ～ コンベンションに対する後援等

「ウェブサイトによる情報提供と広報支援」　「学会誌告知・サーキュラー作成にあたっての資料提供」

●コンベンション会場における運営支援活動  ～ 主催者・参加者の満足度を高める運営支援

運営支援ボランティア派遣：札幌を拠点とした国際・全国規模コンベンションに対し、
シティ・インフォメーション・デスク設置をはじめ、登録受付業務の補助など各種運営支援を目
的として、（財）札幌国際プラザ外国語ボランティア登録者を派遣。参加者向け資料の提供：より快
適な滞在のため札幌市公式観光ガイドブックや各種観光パンフレット等を提供。

運営支援ボランティア派遣

誘致プレゼンテーション

国際会議同伴者向け
プログラム

国際コンベンション

2007年
 7月　第2回日韓生産機素潤滑設計に関する国際会議 ICMDT2007  （100名）
 8月　第19回国連軍縮札幌会議 （100名）
 9月　第13回強誘電性液晶国際会議　FLC07 （250名）
2008年
 5月　第20回国際色素細胞会議/第5回国際メラノーマ研究学会
 　　  IPCC2008/IMRC2008  （400名）
 8月　2008年生体磁気国際会議 Biomag 2008  （500名）
 8月　第10回国際音楽知覚認知学会 ICMPC10  （300名）
2010年
 9月　ISASI2010（国際航空事故調査委員会会議） （300名）
2011年 
 9月　国際微生物学協会連合大会 IUMS2011  （6,000名）

国内コンベンション

2007年
   9月　日本物理学会第62回年次大会  （5,000名）
   9月　第100回触媒討論会  （1,000名）
 10月　第51回宇宙科学技術連合講演会  （500名）
2008年
 10月　第67回全国産業安全衛生大会  （10,000名）

海外インセンティブツアー
2007年
   4月 台湾・國泰人壽保険公司   （2,300名）
   5月 Metlife Korea社   （2,000名）
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コンベンション開催にあたっては、学術・経済・社会などさまざまな面で開催地への波及効果が期待されます。当ビューローでは、独自

のコンベンション誘致・シティPR活動を行うとともに、具体的にコンベンション開催をご検討される主催者の皆さまに心のこもったコン

サルティング・サービスを展開しています。また、開催決定済みのコンベンションについては、成功に導くためのさまざまな開催支援サー

ビスを提供し、数々の運営現場において“開催史上最高、最大”という評価を獲得してきました。

コンベンション誘致・開催支援に関する各種お問い合わせには、電話・
FAX・電子メールのほか、ウェブサイトに設置のオンライン・フォーム
（日本語、英語）をご利用いただくことができます。情報とサービスの
効率的な交換が可能となりました。
※コンベンション開催に関するご相談においてお預かりする一連の情報・資料類は、適切な
管理のもと、より効率的で優れたサービスご提供のために利用します。これらの情報・資料
類を許可なく公表または第三者に開示することはありません。

※札幌での開催が決定したコンベンションのうち、国際コンベンションは参加予定人数100名以上、国内コンベンションは1,000名以上、海外インセンティブツアー
は1,000名以上のものから主に抜粋・掲載しています。
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